
1 .日本海スルメイカ漁場調査

I 調査目的

乙の調査は，日本海におけるスルメイヵの分布，移動，漁場形成要因，生物諸特性を把握し，資源

動向の究明と本県当該漁業経営合理.化l乙資するものである。

E 調査内容

1. 調査期間

2.海域

3. 調査船

昭和51年7--8月， 10--12月(東奥丸)

昭和51年9--1 0月 (瑞鴎丸)

日本海

東奥丸(134.47トン，主機550ps，繍機250ps x 2基，急速冷凍機および自

動イヵ釣機19台装備)

瑞鴎丸(40.81トン， 160ps，自動イヵ釣機9台装備)

4. 担当者 主任研究員赤羽光秋

技 師田村真通技 師高梨勝美

5. 調査項目

(1) 漁獲試験

ω海洋観測
(3) 生物測定

但)標識放流

皿調査結果と今後の課題

A 東奥丸

1. 漁獲試験

東奥丸は9月を除く 7月から 12月までの調査期間中9航海51操業し，総計78.988尾，約

2 8トンの漁獲を得た(第1表)。

昭和49--51年7--10月の釣機 1時間 1台当漁獲量 (C.P.V.E)を比較検討してみると，

尾数では， 49年(7--10月60操業)2 3.4尾， 5 0年(7 --9月52操業)1 6.0尾，51

年(9月を除く 7--1 0月48操業)10.4尾となっており，年々減少してきている。

2. 50 m水温とスルメイカの分布

50m水温とスルメイ刀の分布を比較してみると， 7 -8月では 50m層 4-5"(の所に好漁

場が形成されたが， 1 0月では 50悦層8"(以上の所l乙多く分布するようになっており，乙の点

索餌期と南下期とでスルメイヵ分布l乙対応する水混が異えよってくることを示している(第 1，2 

図)。

3. 魚体の特徴

スルメイ刀の外套長組織は7月， 8月ともモードは23cm台にあり，昭和49年より 7月， 8 

月とも 1cm程大きく，昭和50年より， 7月では 1cm程， 8月では2調程小塑であったととが特
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徴的であった(抗3!斗)

また， 1 () nでは本年は??モード 25cm台， {.iljモード 22crr..ii:こあり，附和49Wと主モード
は|バjーであったが. 2 2cmfiにIl¥IJモードがはられるように冬生まれと推'占される 22cm以下のイ

カの混獲が憎していた乙とが特徴的であった(第4悶)。

-1. t~!ri議放流

7月および8月の第 1次，第2次航海で 1730尾の標識放流を行い， ~IJ捕は 3 3尾あった。

IIJ捕率は1.9%で， IllHn5 0 年の~tJ捕率 4.1% ( 6045足放流'11245尾川捕)と比較すると

少いが，乙れは， 9月l乙入ってからの再捕率の低下によるもので，日本海のスルメイヵの不振か

ら多くの漁船がふ;、I~ì干:のアカイカ漁に回り， 日本海での漁獲努力量の減少した時期と一致し

ている(第2表)。

B.瑞鴎J-L

1. iff.tf斐試験

瑞鴎hは青森県近海域(主として権現崎沖漁場)で9月のド旬から 10月上旬にかけて， 5航

梅51'栄業を行い， 2415尾，約 585KQの漁獲を得fこ(第5図)。

釣機 1時間 1台汚平均漁獲尾数は 6.6尾，重量では1.6 Kgで、あり，近年の同時期間梅域の状況

と比較すると， HH和47年6.4尼(4保業，東奥丸)，昭和48年O.7尾(2傑業，瑞鴎丸)で

本年は 48年F11必い漁ではなかった。

2 魚体の特徴

魚体は外室長2lcml乙モードがあり，冬生まれが主体であった(第6図)。

以上の調査結来すなわち， C.P.U.E.の年々の減少，終海域での待系群の混獲率の変化等から，

冬生まれ，秋生まれ群とも近年で、は低水準にあった乙とがうかがわれ，今後はスルメイ刀の資源動向

l乙注目しながら，資源の減少による分布生態の変化について追求を加えていく必要があろう。
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第 1 表 昭和 5 1 年度東奥丸操業状況

川栄業 I1時間1台、'']'jLJ:強総墨
航海 WJ 11¥J I 海 域 一|漁獲量 トー一一下ーァ

寸 [rl]数 ι豆数 l重量

400 - 4ぎN I I 13，828尾 I
1川 L海 7fj13lt---7JJ22L:J川 内山J! I 1 0.2尾 3.4K9
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第 2 表 スルメイカ標識放流結果

Nu 月 日 kt識放流位置 放流尾数 再捕尼数 l再捕率
1 7月 17 L:l 40048' N 13t 58' E 30尾 o尾 0.0 % 

2 7 月 18 日 41030'N 1330 06' E 200 i 3.5 

3 7 月 20 日 420 00' N 1340 31' E 300 9 3.0 

4 7 月 21 日 4200 l' N 1340 32' E 200 10 5.0 

5 8 月 2 l::l 42049' N 1360 04ノE 350 1 0.3 

6 8月 6 lJ 420 51'N 1360 03' E 150 1 O. 7 

7 8 月 7 l:l 440 32' N 1370 49' E 500 5 1.0 

1. 730 33 1.9 
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第 l図 昭和51年 7-8月スルメイカ分布状況と50m層水温分布
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第 2図 昭和51年10月スルメイカ分布状況と50m層水温分布
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第 3図 昭和51年 7-8月のスルメイカ外套長組成
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第 4図 昭和51年10月スルメイカ外套長組成
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第 5図 昭和51年瑞鴎丸日本海スルメイカ操業位置図
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第 6図 昭和51年 9月下旬 10月中旬青森県沿岸スルメイカ外套長組成
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